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棚卸資産評価損の計上及び有形固定資産の耐用年数の変更に関するお知らせ 

 

旭硝子株式会社（本社：東京、社長：石村和彦）は、平成２１年１２月期第１四半期（平

成２１年１月１日～平成２１年３月３１日）において、下記のとおり棚卸資産評価損の計

上及び有形固定資産の耐用年数の変更による減価償却費の増加がありましたので、お知ら

せいたします。 

 

記 

１．棚卸資産評価損の計上 

当社は、平成２０年４月１日以後開始する事業年度から適用される「棚卸資産の評価

に関する会計基準」を踏まえ、当第１四半期において連結で５，０７５百万円、単独で

４，１０７百万円の棚卸資産評価損を売上原価として計上いたします。 

 

２．有形固定資産の耐用年数の変更 

当社は、法人税法の改正を契機に、実態に即して有形固定資産の耐用年数を見直し、

当第１四半期において連結で２，６６９百万円、単独で２，３３０百万円、減価償却費

が増加しております。 

なお、平成２１年１２月期では、連結で約１１０億円程度、単独で約９５億円程度、

減価償却費が増加する見込みです。 

 

３．業績見通しへの影響 

本件について、平成２１年１２月期の連結業績予想に変更はありません。 

 

 以 上 

(財)財務会計基準機構会員 


